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サタンの策略でさえ（ヨハネ11:45-53）
　私たちが人生を歩いて行くときに、様々な問題にぶつかるときがあります。また、間違っていることに遭遇するときもあります。それが環境の場合もあるし、人になる場合もあります。そういった問題や間違いを私たちの目線、つまり、私たちのレベルで見てしまうと、そのまま問題や間違いに捕らわれてそこに溺れてアップアップするしかないでしょう。その結果、失敗をしてしまうようになります。その間違いを正そうと頑張るときもあるし、そのまま見過ごしてしまうケースもあるかもしれません。でも、どっちにするかが大切な問題ではなくて、何をするかの前にそれに捕らわれるか、そうでないかが大切なポイントになります。そうでないと、正そうとして例えそれが直ったとしてもその人は失敗するようになります。あるいは、そこに捕らわれ溺れてアップアップすることも、結局は失敗になってしまうようになります。でも、そうならないで、それを乗り越え勝利できることがあるのかという質問もあるかもしれません。
ひとつの方法があります。何かの間違い、問題、特にその中でも間違いのことを考えてみましょう。間違いがあった場合、どうしてもそれを乗り越えることができません。「なぜこんなに間違っているのか。なぜこんなことがあるのか。こうしてはいけないのではないか」という思いに捕らわれるようになります。それで改善されることもあるし、そうでない場合もあります。どちらにしても負けです。今まで私たちが歩いてきた人生を振り返ってもそういうものだったと思います。では、そうならないためには、間違いがあっても負けず、問題があってもそれに捕らわれずに勝利するためにはどうすればよいでしょうか。それは何かの問題、何かの間違いとはまったく関係ない。それに触れられないものを知り、それを握っていればいいのです。それを絶対的なものと言います。結局、間違いがあるかないかが問題ではなく、その間違いがまったく通用しない、どんな間違いがあろうがまったく揺るがないもの、絶対的ななにかということがいまだわかっていないというのが実は問題ではないでしょうか。それで溺れるしかありません。その揺るがないもの、どんな間違いがあろうがその間違いを「それでもいいよ」と許すわけではありません。けれども、どんなにひどい間違いや過ちがあったとしてもそれにまったく影響されることのない絶対的なものは一体何でしょうか。

それを神様の契約と言います。つまり、神様の契約さえ正しく理解し、それをしっかり握っていれば周りにどんな間違いがあり、間違う人がいてもそれに引っかかることはないでしょう。それに打ち勝って勝利できるのです。でも、残念ながら、自分もそうだったし、多くのクリスチャンがこのことをよくわかっていないので、そのまま乗り越えられるもの、争わなくてもよいもの、いちいち決着を見なくてもよいものにとどまって、そこでもめ合っていることによって本当に大切なメインを見ることができない残念なことがたくさんあるのです。今日、そのことについて聖書を通して神様のメッセージをぜひ心に留めていただきたいと思います。私たちは自分のレベルで見て間違いだからと、その間違いに溺れるしかありません。それで周りが間違って誤っていることに自分も一緒に溺れて、自分も一緒に失敗してしまいます。どちらが悪いかは別にして、いつもそうではないでしょうか。特に、この間、柳先生が沖縄の結婚式でそのようなことを感じたというお話の中にもありますように、ある意味では長所でもありますが、日本人の性格の中ではそれを見過ごすことができない、そのあとに本物、本論、メインがあるのにそれより何かの間違いがあればそれをきちんと正す前には進まないので、本物の祝福の中に進むということが中々、難しいのです。会議も多いし、論争も多いのですが、実際ひとりひとり個人、特にクリスチャンの場合に力がありません。正しいかどうかを争うことによって力が生まれるわけではありません。それをはるかに上回る絶対的なものがあるということを知っている存在がクリスチャンです。クリスチャン以外にはありません。ですから、それ以外には、その間違いに捕らわれないで、また問題に溺れないで乗り越えて勝利することができないということを、今日ぜひ心に留めていただきたいと思います。
なぜかと言いますと、神様の契約にのみ人類の希望があり、私たちひとりひとりの人生の救いがそこにのみあるからです。私たちの人生のまことの幸せとまことの安らぎと希望は神様の契約にのみあります。それは神からの契約なので、絶対的なものであり、それしかないから私たちにとっても絶対的なものです。そのことを本当に確認して行かないといけません。神様は最初から罪を犯した人間に向かって他のことをおっしゃらないで、この契約を与えられました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くこと、そのためにかかとに噛みつかれて血を流すこと以外に罪の問題を解決し、罪からもたらされた人類の苦しみ、ひとりひとりの人生の悩みを解決する方法はどこにもありません。希望は女の子孫が来られること以外にはないと最初から神様はおっしゃいました。そして、それを歴史をとおしてずっと証明なさっていました。皆さん、ご存知ではないでしょうか。人がどんなによい思いで、また幸せになりたいと言う気持ち、世の中をよい方向に変えようと言う立派な思いをもって頑張ってまじめに誠実に努力をしたとしても、それは悪くはありませんが、そこに希望はなかったと歴史は、聖書は証明しているのではないでしょうか。だから、女の子孫が来られて、蛇の頭、悪魔のしわざを打ち壊し、そのために身代わりとして血を流され死ぬこと以外には人類には希望がありません。ひとりひとりの人生に、皆さんの家系にある様々な問題に対しての答えも実はありません。それがはっきりと証明されているのではないでしょうか。経済的に豊かになることは望ましいことでしょう。でも、経済的にどんなに豊かになって、便利になって、また裕福になったとしても、そこにまことの幸せがあり、本当の人生の救いと希望があると言うことはありません。そうではないということが証明されているのではないでしょうか。だから、希望は唯一、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くこと以外には希望はありません。宗教には希望がありません。少し、目を開いて聖書を見て、また歴史を見てみていただきたいと思います。
それから、文明が発展を遂げ、知識がどんなに豊富になるとしても、それに様々な変化は見られるでしょうが、本当の意味での人生の問題の解決と、人生のまことの安らぎと、人生の本当の幸せと救いはそこにはなかったということがそこには証明されているのではないでしょうか。それを知っている人をクリスチャンと言います。それを知らない人をこの世と言います。この世の中ではそのように証明されているのにもかかわらず、いまだに見る目がないので今もそのようなことに希望を託して頑張っているところをこの世と言います。知らないで見ると大きく見えてものすごく偉そうに見えてきます。世の中のいろいろなものが目に見えるものでも見えないものでも。でも、そこには希望がありません。そこには人生の答え、光はないということをもう見たのではないでしょうか。証明されていたのではないでしょうか。皆さんの人生をふり返って考えて、皆さんの人生をとおしてもそれをはっきり確認されていらっしゃるのではないでしょうか。いまだに確認できていないのでしょうか。私が見ている限りは、個々の教会は残念ながら、順風満帆で、一般的な基準から見たときに成功を治めて他の人がうらやむような人生を歩いて来られた方はほとんどいらっしゃらないように見えるので、だいたい自分の人生をとおしても何をしても希望がなかったというのははっきり確認できている、確認済みだと思うのですが、中々、そこに目が行かないのか、忘れようとしているのかわかりませんがないのではないでしょうか。すばらしい旦那さんに会ったから希望があったでしょうか。子どもが生まれてかわいくて、かわいくてしょうがなくて、子どももよく育てたのでそれで希望があったでしょうか。旦那さんが昇進して給料が上がるから幸せになったでしょうか。子どもが望んでいた大学にすいすいと合格して入って奨学金をもらい勉強をしているから、それでそれが幸せだったでしょうか。確認していらっしゃらないのでしょうか。希望はありません。だから、神様は最初から言いました。女の子孫が生まれること以外には、悪魔のしわざ、暗闇の勢力が砕かれること以外には、滅びののろいの運命の力から解放されること以外には、人生に幸せも希望も何もないとおっしゃいました。
釈迦と言う人は、たぶん、王様の息子、王子として生まれたようです。宮殿での生活をし、皆が「王子様。王子様」と呼び、何不自由のない恵まれた環境で生まれ過ごしていました。でも、彼はその宮殿を捨て後にして、娑婆の世界に出てきました。なぜでしょうか。宮殿での恵まれた環境、皆が「王子様。王子様」と尊敬し、そのような待遇を受けているところには幸せが見当たらなかったからでしょう。「人生ってこんなものかな」と思って飛び出して、外の世界に行きました。それで何かの木の下で６年間、修行しながら、いろいろな人に会い、いろいろなことを経験しながら、最後の結論がそれでも、世の中に出てきても答えは見当たらない。ここにも幸せがなかったのです。宮殿で、たぶん、息詰まるような思いがあったかもしれません。だから、外の広い世界に行きますとこちらとは違うから、またちがう空気がすえると思って出てきたかもしれません。でも、それで長い年月が流れいろいろなことを経験した後、彼が残した最後の言葉が「仏。なにも知りません。なにもない。世の中には幸せも喜びも本当は見当たらない」でした。お釈迦は仏教をつくるということは夢にも思っていなかったそうです。彼のお話を聞いていた人々がそれに感銘を受けて勝手に宗教をつくってしまったそうです。彼はもう宮殿の中でも外側に行っても、結局、どこにも幸せは見当たらないし、108の悩みばかりであってということが結論でした。正直な人だったとは思います。だから、神様が最初からおっしゃいました。宮殿の中にも外側の世界にも希望はありません。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くこと以外には救いはありません。幸せはありません。悩みの解決はありません。それ以外にはどこにもありません。なぜかというと人の問題は人が考えているような、コメンテーターが、専門家が言っているようなレベルの問題ではなく、もっと深刻な霊的な問題であり、直らない根本的な問題であり、神を失い根本、根っこからいのちが途絶えてしまった深刻な問題です。ですから、悪いよいと関係なく、そのような悪い酔いが通用しない問題です。だから、神様はそのようなことすべてご存知の上で、最初から女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く、それ以外には希望はありません。ここにのみ希望があり、救いがあると約束しおっしゃって、またそれを成就するために歴史を動かして来られたのです。それをヒストリーと言います。

これをだれよりよく知っていたものが悪魔、サタンというものです。このサタンはしつこく、しつこくこの契約が成就しないように、契約をつぶすために、契約がむちゃくちゃになるように妨害をし、邪魔して攻撃をしてきたものです。それがサタンです。サタンがこの契約を妨げようとして企むことを策略と言います。悪魔のサタンの策略です。あらゆる策略を持ってサタンがやっていることはひとつしかありません。この契約が成就しないように。人々がこの契約に気づかないように。それしか希望がないので、それさえ邪魔すれば、この世の中はもう自分の食いものなのだからと、サタンはしつこく、しつこくこの契約の道を邪魔していました。まず、この世はもう神から離れ、暗闇の力に支配されているところなので、この世を支配しながら一言で申し上げると、文化をとおしてこの世が契約に触れないように、契約に見向きもしないように働きます。聖書を見ても、歴史を見ても、まず様々な形の宗教を作り出します。宗教を作り出して、その宗教に目がくらむことによって契約が見えないように、契約なんか無視するようにします。それで世の中が暗闇の支配の中にそのまま支配されているようにするサタンの策略です。私たちも小さいときからクリスチャンホームで生まれ教会生活をしていた人は別でしょうが、だいたい皆生まれながらこのような環境で生まれて生活をしてきたのではないでしょうか。それがそうなのかどうなのかも知らないまま。宗教は何でしょうか。人間が頑張れば頑張った分、報われるということです。そこに契約などは入り込む余地がありません。契約は何でしょうか。女の子孫が、キリストが来られることによって、神の愛と恵みによって、滅びるしかない私たちが助かることだということなのに、私たちが頑張れば頑張った分、報われるとなるから、神の恵みが、その契約の救いの祝福が入る余地がありません。話は立派に聞こえます。「人は十分、可能性がある。それが皆眠っているだけなので、一生懸命磨いて、一生懸命頑張れば報われるようになる」と人を煽ります。それが宗教です。だれがそのような宗教を作ったでしょうか。契約を邪魔するために、人々が契約の方に行けないように、ときには何かのかたちを作ってそれが神だと拝むようにする、それを偶像崇拝と言います。それで、まことの神様がいらっしゃるのに、その神様と出会うための祝福が契約です。唯一、契約、キリストしかないのに偶像を作ってその神の代わりに別のものをそこに入れ込みます。それで本当の神様に会うことができないようにします。世の中を宗教や偶像によって支配してしまいます。それがサタンのしつこい策略のひとつです。ときには少しレベルがあるように教育をとおして、様々な思想を植え付けます。いつも私が皆さんに申し上げているのですが、どれほど皆さんに伝わっているのかよくわかりませんが、その思想全部合わせるとヒューマニズムです。代表的な思想です。学校の教育の根源はヒューマニズムです。理論のプロセスは神様の秩序を発見したものなので一理あるものでしょうが、根源はヒューマニズムです。神はいらないと言う思想です。それが様々な教育をとおして、結局、思想として入れ込みます。それで人々がキリストの契約の方にいけないようにします。神の救いの御手が必要だということをまったく感じないように世の中を支配し、暗闇の中に閉じ込めて今、引っ張っているということです。これがサタンの策略です。しかし、神様の導きによって、その中でもそうではないと契約に気づきキリストを信じて救われた人々が起こされるようになりました。彼らが教会であり、そのような人々が集まっているところを教会と言います。そうすると、サタンはこの教会が契約にしっかり立って契約を守っていくことができないようにしつこく混乱させます。それで教会の中に契約以外にも他になにかがあるかのような幅広い、ものすごく包容性がある理論などをいっぱい入れ込むことによってこんがらがってしまうように混乱させます。今までの歴史を見るとそうなっています。だから、最終的には名前だけキリスト教会であって、他の宗教と何の変りもないものにしてしまいます。そのようなことによって契約の道を邪魔します。とにかく、教会の中にキリストの福音、この契約以外にも大事なものがあるかのように、ときには倫理や、ときには割礼のような、ときには律法など、いろいろなものを混ぜ込むことによって邪魔します。それでできてしまった怪物のようなもの、その代表的な、象徴的なものがカトリック教会です。そこはイエスのお話をしているのです。イエスを拒むことと、イエスのお話をしているのですがそのイエスを間違って教えているところとはどちらが悪いでしょうか。どちらも悪いのですが、後者の方がもっと悪いと思います。そのようにサタンはしつこくこの契約だけを正しく続かないように邪魔する働きをずっとしていました。しかし、それで教会が分裂したり、教会が力を失ったり、形は大きくなっていても中身のない教会になるようにさせます。それは何の力も何の意味もありません。何千人が集まってワーワーと社会福祉活動などをいっぱいやっていたとしても、そこに契約のいのちのメッセージが薄れていたとすればそれは一瞬で全部崩れるものであり、もし形は崩れなくても神様とはまったく関係ありません。世の中の希望とはまったくつながらないものになってしまいます。これがサタンの策略です。しかし、神様はそういった中でもレムナント、残された者、それでも契約、キリストしかないという者を起こして別に集めます。それが秘密決死隊のようなものかもしれません。そこはもう揺れることはないでしょう。そうすると、サタンはしつこく彼らがいろいろな違うものに混ざらない、それには影響受けない、オンリージーザスという存在だと分かっているので、今度は彼らの団体、彼らの存在そのものをなくそうとしてものすごい攻撃をしかけてきます。それを迫害と言います。契約を濁すことはできないので、迫害によって契約を持っている者をつぶしてしまおうとします。政治をとおして、また契約のない教会をとおして、宗教をとおして様々な迫害があります。

しかし、覚えていてください。このようなサタンの様々な策略があるのですが、私たちが忘れてはいけないことは、このすべてが神様のお許しの中で起きることです。それをぜひ覚えていてください。つまり、サタンは契約をつぶそうとしてあらゆる策略をもって頑張っているのですが、それで契約はつぶされるわけでもないし、神様が許されているからもう一歩進んで、逆にサタンが契約をつぶそうとして攻撃を仕掛けたり、様々な策略を用いたのですがそれがかえって契約を成就させる役割を果たすようになるということです。難しいでしょうか。これを神様の主権と言います。契約にはかなわないということです。それほど契約というものはキリストが来られて、キリストによって私たちが救われるという契約は絶対的なものです。それを今日ぜひ皆さん覚えていただきたいと願います。今日の聖書の箇所にそれが代表的に書かれています。教会ではありません。契約の主であるキリスト本人です。イエス様はその契約の主キリストでした。彼らは多くの人がイエス様の方に集まり、またイエスさまを信じる人がどんどん増えると脅威を感じて会議を開きました。このまま放っておくと多くの人がイエス様に「王様。王様」と従っていくので、ローマが今、植民地なので、「だれが王なのか。カイザリヤの他には王はないのではないかということで、軍隊、兵隊を連れて来て、国民も殺し、この国もむちゃくちゃになる」と大義名分か何かわかりませんが、そのような心配事を提案しました。すると、「そうか。どうしようか。あのイエスをどうしたらいいのか。このまま放って置いたら大変なことになる」と騒ぎになりました。そのときに、その年の大祭司だったカヤパと言う人が、名案を出しました。「皆さん。ひとりが殺されることによって国民が助かるのであれば、それは当たり前にそのひとりが殺されるのが当然でしょう。なにをそんなに騒いで迷っているのか。イエスを殺せば簡単ではないのか」と言う話をしました。そのときから、ユダヤ人、パリサイ人はイエスを殺そうと計画を立てました。これがサタンの策略です。教会を迫害するどころではなく、契約の主であるキリスト本人を殺そうとしました。しかし、聖書には、そのことを自分で言ったのではなく、その年の大祭司なのでイエスが国民のためにご自分の命を捨てるという契約が成就するために口がすべって話したことだと書いてあります。彼はイエスを殺す憎む思いで言ったでしょうが、その言葉が結局はそのようなことになりました。イエス様を殺そうとしていたサタンの策略でさえ、神様が最初から約束された女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕いて、そのためにかかとに噛みつかれる契約を成就する道具のようなものになりました。別にそのカヤパと言う大祭司が心にそのような気持ちが芽生えて発言し、殺す計画を立てたということはいいわけではありません。それに対してまた罰せられ裁かれるなどあるでしょう。それはそれであると思いますが、契約側から見たときにはそれにもかかわらず契約は損することはないどころか、それが契約を着き進めることになってしまったのです。覚えていてください。契約は絶対的なものです。キリストによる救いの約束は絶対的なものです。サタンがどんな策略を用いて、どのように邪魔していても邪魔されません。止められません。揺るぐことがありません。これがクリスチャンの見方です。私たちが人生を歩いているときに、いろいろな間違い、過ち、問題など、私たちにも身の回りから持っています。それにいちいち私たちのレベルで対応していくと、人生が終わるときまでグルグル回って溺れているままの状態なのです。絶対的な契約。契約には何の損することもないどころか、この間違いが、この問題が契約を成就させる、契約を着き進める道具ではないでしょうか。こちらからは周りにどんな間違いがあり、真理に対する攻撃があったとしても揺れる必要がありません。堂々とわかっていればよいです。それが信仰です。契約はどんな妨害があろうが邪魔されることなく絶対的に成就するものです。これがメッセージです。それも聖書には証拠がたくさんあるでしょう。

まず、アブラハムに「あなたがこのカナンの地に入る。そして、あなたによって生まれたイスラエルの民族が結局、カナンに入る」と約束されたのですがエジプトで400年間奴隷でした。また、荒野で40年間グルグル回りながら、彼らには信仰などまったくありませんでした。いろいろな邪魔がありました。絶対、ありえない、不可能だと思っていたのですが、40年後、カナンの地に、約束の地に入ってそこで収穫を手に入れて食べることになりました。約束、契約は必ず成就します。サタンは必死でしつこく邪魔します。それにもかかわらず、契約は邪魔されることなく成就します。皆さん、何を基準にして、何を頼りにしてこれから人生を設計し、また生きていくのでしょうか。この契約を握っていない限りは、先ほども申し上げましたように、何かの間違いがあれば、正義感を持って間違いを正そうとするでしょうが溺れます。必ず溺れます。でも、間違っている人は間違っている人なりの処理、措置があったりするでしょうが、こちらの方は一緒に溺れる理由がありません。正すことがあっても、正さないからダメだという不安でやるわけではありません。どんな間違いがあろうが、どんな問題があろうが、どこの方向に行こうが、契約は契約です。関係ありません。逆にあの間違い、あのサタンのしわざ、あのサタンの攻撃でさえ、契約を成就させるものではないのか。そのような目で見るのです。だから、揺れることはありません。私たちはその証拠を握っています。
　それから、女の子孫が来られるという契約は、イスラエルの歴史を見ると本当にそのとおりになるのかと思うような歴史ばかりです。一度もイスラエルの人はこの契約を信じたことがありません。たまに何人かの人が、珍しく何人かの人がそれを握って神様に用いられただけであって、だれも信じません。もう真っ暗です。だから、本当に契約が成就するのかと疑問符を打つしかないような状況が続いていましたが、結局、キリストは世に来られました。イエスがそのキリストです。だから、契約はどんな邪魔があろうが必ず成就します。教会を混乱させ、教会を迫害しつぶそうとしたにもかかわらず、必ず契約は成就します。そのキリストが来られて約束通り十字架にかけられ尊い血潮を流され、救いの契約のすべてを完成なさりました。皆さんのレベルで生きてなにかを見ていてはいけません。契約の目で見ないといけません。

そして、そのキリストによる契約が成就した後、イエス・キリストが天に昇られる前におっしゃいました。聖霊が臨まれると力を得て、エルサレムから地の果てにまで私の証人になると。世界福音化の契約、しかも信徒ひとりひとり、教会をとおしてそれが成し遂げられると契約なさいました。それが今、成就しつつあります。イエス様が再臨なさる時にこれが完璧に成就されるでしょう。今まで契約がどんな邪魔があろうが邪魔されないで、逆に邪魔を利用して契約が成就してまいりました。それと同じように、世界福音化の契約、特に自分をとおして、教会をとおして、世界福音化の契約をまっとうして行くということはどんな邪魔や問題があろうが関係なく、必ず成就していくものです。信じますか。これが私たちが今現在、これから残りの人生を生きていく上でまず握らないといけないものです。絶対的なものです。この世に絶対的なものは神の契約以外にはありません。神様ご自身が絶対的な方なのです。今日の聖書の箇所はそれが主なメッセージです。サタンがイエス様を殺そうとしました。パリサイ人、大祭司の心の中に入って、「そうだ。福音。イエス。そんなの殺してしまえばいいではないか」と言う思いを入れました。サタンは自分が成功したと思ったでしょう。でも、それが神の契約を成就させるものだと知っていたのかどうかわかりませんが、サタンは自分で頭がきれる者だと思うのですが実はサタンは馬鹿なのです。それぐらいの理解、それぐらいの目で物事を見ないといけません。ですから、どんな問題があろうが、どんな間違いがあろうが、どんなサタンの攻撃があろうが、それに騙されてはいけません。自分のレベルで対応していてはいけません。それに捕らわれてはいけません。引っかかってもいけません。気にしてはいけません。契約の目で見ましょう。特に、律法的な傾向が強い方々は何かの間違いがあればそれを見ていられません。耐えられません。本当にそうでしょうか。そんな間違いによって、世界福音化の契約が邪魔されるのでしょうか。それは間違いをほったらかしにしましょうと言う意味ではありません。いろいろな改善をすべき時もあるし、そのまま見過ごすべきときもあるでしょう。でも、その前に根本的にそれらにもかかわらず世界福音化の契約には何の支障もないものだ、逆にこれをとおして世界福音化が、伝道の祝福がどのように進められ、どのように役立つものなのかと見るべきです。皆さん、クリスチャンが病気になると、これは神様から罰せられたと思うのでしょうか。何かの修正すべきところがあって、そのような方法で病気を与える場合もあります。けれども、最終的には病気だからと言って悪いわけではなく、その病気をとおして世界福音化の契約、伝道者としての契約が成就して行く道具でないでしょうか。そのような目で見ないといけないでしょう。皆さんに霊的な弱さがあるかもしれません。特に、他の人の間違いを見るときに、それに一緒に溺れて、一緒にアップアップしながら、一緒にそれに決着をつけようとしているのではないでしょうか。だから、あまり言い争ったり、論争したりということはあまり良いことではありません。それはもしかしたら、契約には何の支障もないし、逆に契約に役立つ者なのだという見方を失っているので、その辺で勝負をつけようということで争うのではないでしょうか。もめ合って、いろいろなことをやるでしょう。それで自分では頑張ってよくやっていると思います。本当にそうでしょうか。そうすると、それが正しいかどうかは関係ありません。溺れます。契約を握っている者は何事にも溺れる理由はありません。そうではないでしょうか。

だから、イエス様はおっしゃいました。それはなたがたは知らなくてもよいと。この言葉をしっかりと握ってください。悪い人を見たときにも、あまり「どれほど悪いか、なぜ悪いのだろう」と思わないでください。「あの悪さをとおして契約にはどんな役に立つことがあるのだろう」と思ってください。なにひとつ引っかかることないでしょう。今、大祭司がイエスを殺そうとしたのですが、彼はものすごく悪い思いでサタンに捕らわれて話したことです。そのサタンのやったことが神の契約を成就させることでした。なにが怖いのでしょうか。なにが問題でしょう。これぐらいの信仰を持っていかないといけません。つまり、別の角度から申し上げると、そのようなことを気にしていていちいちこだわるのではなく、そういう目で見て逆にだからこそ、そういうときこそ契約に取り組んで、契約に集中して行くということです。契約は「イエスはキリスト」です。だから、そのイエスを信じる自分は祝福の神の子どもです。そして、自分をとおして神の国が臨まれる、つまり、伝道のわざがなされるのが契約です。「でも、私のような人は」と思うのは全部嘘です。イエス様を信じる人はその人の条件によって伝道のために生きる存在につくられ、伝道ができる存在に作り変えられているのです。イエスを信じたその瞬間に変えられました。だれひとりとして例外はありません。ただ気づいていないだけです。イエスを信じるということは、イエス様を受け入れたということは皆さんが信仰を持って豊かに満たされていれば、イエス様と同じ存在に変わる。それがイエスを信じることです。それを伝道と言います。伝道は特別な人がやる、あるいはイベントではありません。イエスを信じる人は救われたのと同時にこれからは伝道のために生きる存在に変えられたということです。宿命です。

それから、無理やりではなく、伝道できるすべての条件を全部そろえて召されました。だれがでしょうか。70人訓練を受けた人ではなく、イエスを信じるすべての人がです。信じればよいのです。そのために、昔はイエス様が一緒に歩いていたのですが、今はそのためにわざわざ皆さんの中に入って、イエスを信じる人のひとりひとりの中に入ってその人のいのちになっていらっしゃいます。つまり、その人の存在そのものをイエスのものに変えてしまいました。皆さんが信じて祈れば、イエス様はなさったこと、それ以上のことを皆さんをとおしてやるとおっしゃっています。これが契約です。この契約は邪魔されないで必ず成就します。ただ、問題は信じないことです。なぜ信じないのかと言うと、またいろいろなことを見るでしょう。イエス様のことを先に考えてください。イエス様が世に来られた理由は、神様から離れている皆さんがイエス様と同じ人生を送ってもらうために来られました。皆、イエス様になってもらうために。少しおかしい話ですが、それほどのことなのです。「救われてハッピーだ」ではありません。地球が終わるときまでは、いまだイエスを知らないでキリスト以外には絶対に希望がないのに、偶像に溺れて様々な苦しみを患いつつ、悪魔に捕らわれ死んでいく魂がたくさんあるのですから。皆さんに届きましたいのちの福音がそちらに流れ出ることのために皆さんは召されています。そして、感謝なことは全員、それが十分にできるすべてを与えられました。これが契約です。ですから、皆さんがメッセージを聞きながら、現場や日本の国を見ながら自分の契約は何なのかを見つけ出すように。自分のミッションは何なのかを見つけてください。全員に神様はミッションを持って召されました。ある人は事業をとおしてレムナントをサポートすることによって伝道の道を歩むように。ある人はフルタイムで牧師のように伝道の道を歩むように。ある人は精神的に悩んでいる人をケアしながら伝道の道を歩むように。いろいろなミッションがあります。それぞれに与えられるミッションがあります。それが祝福です。それが契約です。この契約は必ず成就します。その契約のために神様は聖霊充満を約束されました。だから、なにも疑わないで、言い訳などしないで、聖霊充満を求めればよいのです。なんのためでしょうか。ミッションのためです。ある人はエリートでありながらエリートということでは答えにはならないという限界を必ず見るようになります。それによる様々な症状がエリートには現れます。だから、それを経験して見ていたエリートはそのエリートに福音を伝えるというミッションがあります。それぞれあります。そのために聖霊充満の約束があるというのはなんと感謝でしょうか。何かの問題があったり、何かの間違いが当たりすると、それを正しいかどうか、どちらが良いか悪いかで言い争ったり、もめたりすることをしないで、気にせず、それでも契約には何の支障もないとうのが第一です。サタンの策略でさえ、イエス様を殺そうとしたことでさえ、契約を成就させるものでした。逆にこの気にしていた、今までは溺れていたそれが神の契約を成就して行く道具なのだという目で見てください。なぜ今これを聖書は私たちにおっしゃっているのかというと、だから、いちいちそのような無駄な余計な争いに捕らわれていないで、早くターンして契約に取り組んで、契約に思い切り溺れるようにしなさいということなのです。そうならないで余計なものに、申し訳ありませんが、特に日本人の場合は、頭の切れる人は、いろいろなことを考える人の場合はその序論でとどまって、争ったり会議をしたりするのがあまりにもしつこいです。極端に言いますと、どうでもよいから契約に思い切り溺れることに損することはないようにしてください。それを邪魔するような出来事、間違いなどは存在しません。逆にすべてがあなたが世界福音化の契約、私をとおして伝道がなされるという契約を握ってそれが成就して行くことのためにすべて存在するものではないのか。間違いでさえ、サタンの策略でさえ、何も問題ありません。だから、聖書はなにも思い煩わないようにと言っています。これがクリスチャンです。皆さんはもしかしたら、序論というか、気にしなくてもよいところに捕らわれて喧嘩したり、争ったり、悩んだりしているのでしょうか。私は昔こういうことがあれば一晩中、「何であの人はあんなことをやったのだろう。心で何を考えているのだろう。あれで教会がうまくいくのか。あんな牧師がいていいのか」と考えていました。いて大丈夫です。世界福音化には何の支障もありません。問題はこちらが本当に契約を絶対的なものとして掴んでいるかが問題であって、そして、逆にそれが世界福音化を成就させることになるかもしれません。あの人はだめになるかもわかりませんが、私は損する必要な何もないという方向に行きました。

前にも１回申し上げたように、息子が学校で問題を起こしたときに、娘が「これで大丈夫なのか」と言いました。今、ものすごく落ち込んでいるのに。私が一言言いました。「聖汗がもしこれ以上の悪さをしたとしても世界福音化に支障があるのか」。「ない」。「だったらあまりギャーギャー言わないで」と言いました。そうではありませんか。これは悪いことをほったらかしにしましょうと言う意味ではありません。手を付けるときもあるでしょう。手を引くときもあります。導きはありませんが、基本的に問題ではありません。基本的にそれは神の契約を邪魔できないどころか、それを推し進める役割を果たすものです。サタンの策略でさえ。そうならば、いちいちこだわらないで契約の祝福に思い切り溺れるように心がけるというのがクリスチャンの姿勢ではないでしょうか。それを指して一心、全心、持続と言います。これをわかっているから、その祝福を豊かに味わっていただきたいと願います。今、皆さん自分自身と身の回りにある様々な問題、間違い、いろいろなことに皆さんの心にどのようにひっかかっているのでしょうか。自由になるようにしてください。告白してください。これが神の契約を邪魔することはできない。私は見ました。違います。神の契約に役立つものです。だから、私が恐れて、私が心配して、私が言い争ったりするようなものはありません。神の契約の方に没頭しようではないか。それにもかかわらず神の契約の方に。
（祈り）

恵み深い天の父なる神様。大祭司がイエス様を殺そうという案を提示したのも、神様の許しの中のものであり、逆に悪魔の策略だったにもかかわらず、神の契約を成就させる役割を果たしたことを、この不思議な神の主権について、契約の絶対性について、今日も確認し教えられました。この目を持って契約に取り組むことができるように、邪魔されないで、損しないで、契約に溺れる信仰を持って立つことができるように兄弟姉妹を導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
7

